
令和 7年度北杜市防災会議（書面会議）結果 

１．議  題  北杜市地域防災計画（修正案）について 

２．委  員  北杜市防災会議委員 33 名（会長を除く） 

３．開  催  書面会議 

４．開催結果  承認 33名 否承認 0名 

５．意見等 

 委員からの意見等 回答 

1 風水害等-13 

3 火山災害 

なお、富士山火山防災対策協議会により、次の降灰の可能性マップ

が公表されている。次の降灰の可能性マップは、北杜市域において

最大 2㎝程度の降灰が想定されている。 

・富士山火山防災対策協議会にて検討したわけではないため、「の検

討」の削除をお願いします。また、風向きと強さによっては、降灰

が最大 2cm と言い切れないため、マップについての言及に変更しま

した。 

御意見を踏まえ

て修正します。 

2 風水害等-24、風水害等-25・26 風水害等-27・28、風水害等-55 

新たな気象防災情報を踏まえた記載例に修正を検討してください。 

御意見を踏まえ

て修正します。 

3 風水害等-45 

2 ステージ区分 

 被害の様相は次の 4つのステージに区分される。 

本市では、「降灰の可能性マップ」によると最大 2cm 程度の降灰が想

定されているため、ステージ 1の様相となる可能性がある。 

 

・降灰が最大 2cm と言い切れないため、「「降灰の可能性マップ」に

よると」を追記しマップについての言及に変更しました。 

御意見を踏まえ

て修正します。 

4 住民―６ 

3 通電火災防止 

災害や事故で電気の配線や家電製品が壊れると、通電火災が発生し

ます。大地震で電力ライフラインが止まり、その後の通電で大切な

家屋が焼失しないよう、大地震で避難する時は分電盤の主電源を切

るか、通電火災を防止する感震機能を有した分電盤に変えておきま

しょう。 

･「漏電」に限らず「短絡」でも火災に移行することから「漏電火

災」 ではなく「通電火災」へ修正 

･電力ライフラインへ修正 

･「新型の配電盤」から具体的な表現「感震機能を有した分電盤」へ

修正 

御意見を踏まえ

て修正します。 



配電盤＝高い電流を扱うような大きな分配回路 

分電盤＝各部屋やコンセントなどへ電気を分ける回路 

 


